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’ 津田克巳 関西大学大学院博士課程後期課程単位取
得退学
関西大学教授
関西大学大学院博士課程後期課程在学中
関西大学専任講師
関西大学教授
近畿大学教授・関西大学非常勤講師
??????
??
?? ??? ?
’
I
（
l
l
l
｜
I
’
1
･1
関西大学独逸文学会行事記録
(昭和56年4月～昭和57年3月）
○昭和56年6月28日昭和56年度総会および第51回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶………………見次直雄氏
2）編集報告･……･……･…新谷浩堆氏
3）会計報告………………杉谷眞佐子氏
、
4）会長改選の件．．………･新会長に山下肇氏が選出される．
シンポジウム
「シュタイガーの作品解釈をめぐって’
1）シュタイガーのDieKunstderlnterpretationについて
…………小川 悟氏
2)FiirundWiderderlnterpretation:AmBeispielder
MethodeStaigers･…．．…･…･………･GregorPaul氏（熊本大）
出席者24名
○昭和56年11月29日第52回研究発表会
議事
1）会長挨拶･…………………･…………･山下肇氏
2）研究報告
「私のユダヤ研究」 （座談風に)･…･･山下 肇氏
出席者23名
I
Iその他以下のような研究会を行った．
○昭和56年5月6日
たとえば三つのDeutscheSyntax
-現代ドイツシンタックス研究について－
．………･寺川 央氏
出席者7名 ’
桁
’○昭和56年5月17日
ErklarenundVerstehenunddersogenanntehermeneutische
Zirkel
-UbereinenangeblichenUnterschiedzwischenNatur-und
Geisteswissenschaften----
…………GregorPaul氏（熊本大）
出席者10名
｜
’
○昭和56年6月17日
ドイツRomanの発生と16．17世紀におけるその展開について
…………新谷浩堆氏
出席者17名
｜
’
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○昭和56年10月29日
MeineWerkeunddieDDR-Literatur
…………VolkerBraun氏（詩人）
出席者56名
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「昭和56年度修士論文題目
いわゆる「主語」について－ヘルマン・パウルの科
学方法論と弁証法一
Modalpartikelについて
福田拓司
本出保史
昭和56年度卒業論文題目
『こわれがめ』の位置と喜劇性について
E.T.A.ホフマン『砂男』－物語技法と現実意識
について－
,,AttaTrollC$に於けるユダヤ人ハイネ一民族の狭
間に生きたハイネを中心に－
ヘッベルの『ユーディット』について－－ユーディッ
トにおける「存在」の問題と行動との関係一
,,PeterCamenzind<$の成立とそこに見られる若きヘ
ッセの思想
JeanPanlの,,LebendesvergniigtenSchul-
meisterleinMariaWutzinAuen hal-EINE
ARTIDYLLE-G:について
不規則変化動詞の変遷について
ゲオルク・ハイムの『泥棒』における破滅への疾駆
－その内容と表現形式に関する考察一
R.M.Rilkeの新詩集における詩の解釈-Ding-
Gedichtを中心に－
『マルテの手記」－終りなき道程
E.T.A.ホフマンの『金の壺』について一対立と
融合一
"DasGlasperlenspiel$@と音楽
井沢 了
伊藤芳幸
石橋英夫
大川博数
岡島哲也
小島喜久子
??
小西
五味
??
康 名未
重松典子
杉村紀子
橘 洋子
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HermannHesse:,,NarziBundGoldmundI@にお
けるGoldmundの放浪について
時代の詩人ハイネ一『ドイツ冬物語』を中心に一
ハーゼンクレーヴァーの『息子』にみる闘争と変容
－シラーの『群盗』との比較を交えて－
カフカのロマーン『審判』に寓意された「徒」とは何
か
リルケ著『マルテの手記』における「愛」と「死」
AlfredD6blinの,,BerlinAlexanderplatz"につ
いて－その表現技法をめぐって－
「継子話」におけるMarchenの特性一『白雪姫』
と『中将姫』との比較を中心に－
ゲーテの『ヘルマンとドロテーア』について（特に登
場人物を中心に）
絶望と救済のフーガーホーフマンスタールに関する
一考察一
シラー作『群盗』における道徳的性格について
ハインリヒ・ハイネの愛国主義一『ドイツ・冬物
語』を中心に－
『若きヴェルターの悩み』－その時を超越した自然
な愛について－
『こわれがめ』の文学的価値を探る
『デーミアン』－その東洋的観点からの解明一
HermannHesseと東洋思想-,,SiddharthaK<に
みるHesseのGlaubeの形一
アイヒェンドルフの『大理石像』について－自然空
間を背景にしたヴィーナス山伝説に寓意するものを中
心に－
『グリム童話』の残酷性一その子供に与える影響一
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井達夫
稗田敦美
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山根美由紀
『夢みる人』－エルンスト ・ トラーの悲劇一
RainerMariaRilkeと女性達
1920年代・30年代のドイツ
クライスト『ミヒャエル・コールハース』にみる社会
的背景
『トーニオ・クレーガー』について
E.v・ハルトマンと森鴎外
他動詞を基礎語にもつ-bar形容詞と-lich形容詞の
競合と並存の関係について
『ユダヤ人のブナの木』の空間とWahrheit
状態受動について
いわゆるunpers6hnlichesPassivおよび主語につ
いて
河合
北村
小峰
上中
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｢独逸文学」第27号（故和田賀一郎教授追悼記念号）
執筆申し込み要領
’1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和57年6月30日までに編集委員会に申し出ること．論
文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目・口頭
発表の有無および日本文・ ドイツ文の別を記したものとともに，昭和57年
9月30日までに編集委員会に送付．
2． 原稿について
i 日本文の場合，本文・注を合計し,400字詰横害原稿用紙で30枚，
別に400語程度のドイツ文のレジュメを添えること．
ii ドイツ文の場合,本文・注を合計し,4,000語(タイプ印書),レジュ
メは不要．
i,ii,いずれの場合も完全原稿を昭和57年10月31日までに，編集委員会
に送付．その際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に記したものを添
えること．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお執筆
申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上，完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会一任のこ
と．
第27号は記念号のため，「書評・紹介」は募集いたしません．
’
’
編集後記
本号は，昨年12月に古希を迎えられ，この3月に定年退職されます見次直雄教授に
捧げる記念号としました．見次教授は昭和25年4月にご着任以来，31年の長きに亘っ
て，独逸文学科の育成発展に寄与してこられました． 31年間殆ど病気もされず，その
温雅な風貌を失われることなく，毎回の厳しい授業を疎かにされなかったことに，わ
れわれは敬服し，その痩身のどこにエネルギーを蓄えられているのか，ただ驚嘆する
ばかりです．先生は，大学紛争直後のある期間，学科のまとめ役としてご尽力下さい
ました．われわれには一言も漏らされませんでしたが， この間のご苦労をじっと耐え
ておられたご様子にわれわれはある種の感動を覚えた次第です．今後は十分に健康に
留意され，末長く独文学科の行末を見守っていただきますよう，学科一同心からお願
い申し上げます．
また本号は，六名の執筆者のご協力によって，誌面を整えることができました．編
集担当者としてご論稿をお寄せ下さいました各位に感謝いたします．掲載順につきま
しては，従前通り，文学・語学の順とし，文学分野については対象作家の生年順とい
たしました． なお， 中には応募要項の規定枚数を越えるものがありましたが， これ
は，当初原稿が少かつたために，特に編集委員会がお願いして，他誌掲載予定の原稿
を本誌にお寄せ頂いたものであることを申し添えます．
次号は，急逝されました故和田賀一郎教授を追悼して記念号を編集いたします．執
筆要領をご参照の上，お申し込み下されば幸いです．
昭和57年3月
第26号編集委員 諸澤 巖二宮まや 新谷浩堆
杉谷眞佐子 武市 修 八亀徳也
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